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Service-OrientedArchitecture 

21 世紀を迎え､IT を含む様々な技術革新が引金となり、市場の多様化､変化のスピード化が急速に進展して

いる。そのため、企業活動において､速やかな変化への対応と、同時に ROI を高めることが経営側に強く求め

られる時代になっている。 

IT におけるこの 5 年間は、XML、Web サービスに関連する技術革新が顕著であり、特に、 

①XML，Web サービス､BPM,SOA 等の技術の確立 

②W3C、OASIS など標準化団体により進行中の意欲的な技術の標準化作業 

③WS-I による Web サービスの相互運用性の確立 

④UML,BPMN，BPEL と言ったビジネスプロセスを表現するモデリング記法や記述言語が確立 

があげられる。 

これによりに業界、企業、組織に分散するシステムを協調動作させることが容易になり，また,ビジネスプ

ロセスの変革や改善とシステムの再編の効率が格段に上がることになる。 

ビジネスイノベーションを見据えた経営のニーズに応え、必要とされるシステムを短期間で低いコストで備

える必要がある。その IT 基盤の中核には、分散する各システムの機能をサービスとして部品化し､サービス

を組み上げることでシステム間のプロセスを形成したり、既存システムを利用して新規システムを構築する

SOA の概念がある。本資料は、SOA を中心に、その考え方、効果、実現の方法の概観を、今までに XML コンソ

ーシアム部会活動で発表を行ったスライドを基に解説する。 

 

説明は以下の順序で行う。 

１．現在の IT環境 

２．SOAとは 

３．SOAにおけるサービスとは 

４．SOAの位置付け   

５．SOAのビジネス上での意義  

６．サービスのオーケストレーション  

７．ワークフロー  

８．SOA実現化  

９．まとめ  
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１．現在の IT環境 

まず、IT を適用するビジネス環境について、

考えてみる。 

ビジネス環境の変化を大きく二つに分類する。

それは、①外的要因による変化と②内的要因に

よる変化である。外的要因による変化は市場の

変化で、競争の激化、時間短縮要求、商品のパ

ーソナライズ、価格競争などあり、内的要因に

は、企業構成の変更や、事業の多角化といった

企業の構造の変化である。これらのビジネス環

境の変化に対応し、企業として利益を得るため

には、新しいビジネス・フローを作成し、顧客

の要求に細かく対応する等の他社との差別化

を行う必要性がある。また、パートナーと提携

しての新商品提供や、アウトソースにより良質

で安価な製品提供するといった対応も必要と

なってくる。 

そのため「ビジネスの環境変化に対応して、俊

敏にシステムを変更する」ことが強く求められ

ている。では、どのように実現するのであろう

か？そのためには、まず、1.ビジネスとシステ

ムの構成と関連を把握する必要がある。2.変化

に対応するためには、構成されたビジネスのプ

ロセスの組み替えに容易に対応できる必要が

ある。更に、3.提携や委託といった方式でビジ

ネス環境の変化に対応するためには、企業間に

おいても、ビジネスの機能の合成も容易に行え

る必要がある。システム環境としては、ビジネ

スプロセスの観点からソフトウェアを部品化

し、意味ある情報の単位に細分化されたデータ

を集め部品化する必要がある。また、ビジネス

とシステムの統合的な管理の仕組みが必要と

なる。変化に俊敏に対応するために、当然なが

ら更なるソフトウェア開発スピードの向上が

必要になる。統合的な管理機構を用い現状を把

握し修正案を検討し、素早くソフトウェア部品

とデータ部品を組み替えすぐさま運用が開始

できるようになることが理想である。これらを

実現するシステム環境のアーキテクチャとし
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て SOA が注目を浴びている。 

これまでのソフトウェア開発は、どのように発

展してきているのだろうか？かつては、ハード

ウェア・アーキテクチャの命令セットを意識し

てアセンブリ言語でアプリケーションを開発

していた。その後、オペレーティングシステム、

高級言語、ミドルウェア/ライブラリなどソフ

トウェアの実行環境と開発環境が用意され、ア

プリケーション開発は、より抽象度の高い開発

に移行している。この進化が進むにつれて、ア

プリケーション開発で記述するコードの量が

減り開発規模が小さくなり開発スピードが高

まっている。また、抽象度が高くなると同時に、

プラットホームの依存性が低くなってきてい

る。ライブラリといった特定の言語に依存する

段階から、現在は、言語や実行場所に依存しな

いサービスが、更に上位に位置付けられてい

る。この段階になると、粒度の違いはあるもの

の、ビジネスの観点で扱えるレベルにまで、ソ

フトウェア部品の抽象度をあげることが可能

となる。つまり、自動化するビジネスプロセス

の構成要素となりうるレベルにまで抽象化が

進んでいると言える。 
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２．SOAとは 

現在のビジネス環境及び技術の変化という観

点から、背景を見てきたが、主題である SOA

とは何かという具体的な内容について考察を

行ってみる。現在のシステム環境では、システ

ムが散在しているのが現実である。散在するシ

ステムを業務の視点から機能の集合ととらえ、

環境の変化に対応して迅速に機能を組み替え

ることで、柔軟に対応するシステム構築方針が

SOA である。ここでいう機能は、それぞれが業

務へのサービスであることから、ビジネスのサ

ービスと言いかえることができる。システム的

な観点より具体的な実装イメージで表現する

と、アプリケーションをラップし、サービスの

提供者として実現する。そして、外部から見た

場合には、実装方法やハードウェア、OS、ミド

ルウェアに関係なくインターフェイスのみを

意識すればいいようにする。これらにより、サ

ービスとして、１つの業務部品として扱うこと

が可能となる。 

こういったシステム構築の実現を行うために

は、アーキテクチャパターンやデザインパター

ン、ベストプラクティス等が必要であり、これ

らが SOA の構成要素である。 

SOA の考え方は､Web サービス技術が登場する

以前から、アプリケーションを効率的に開発､

運用する分散プログラミングの概念として存

在していた。また、CORBA,DCOM,EJB など様々

な技術が出現したものの、広く普遍的に使われ

るまでに至っていない。DCOM や EJB はそれぞ

れ Windows や Java など特定のプラットフォー

ム固有の技術であり、CORBA は十分な機能を持

ち合わせる半面複雑であるために堅牢性を必

要とする特定領域における利用に留まってい

る。しかし、それ以上に不足していたことは、

開発者が慣れ親しんだ開発言語やプログラム

スタイルを維持しつつ他種アプリケーション

との通信を可能とする協調的な思想であった。

後発の Web サービス技術では異種アプリケー
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ション間の協調性、既存アプリケーションの有

効利用を意識している。そのためインタフェー

スとプログラミングモデルの分離を原則にお

いている。Web サービスによる分散プログラミ

ングの特徴は次の三つである。XML を用いたイ

ンタフェース定義言語の共通化。異種アプリケ

ーションが参加するバス型結合を意識した

XML によるメッセージング基盤の確立。同一種

のアプリケーションが存在する局所的な環境

に配慮した柔軟なインタフェース記述。の３つ

が特徴といえる。 

SOA は複数の異種システムを協調動作させる

言わばシステムのシステムを構築するアーキ

テクチャ｢概念｣である。ビジネス環境の変化に

システム環境が迅速に対応するためには、SOA

と極めて親和性に優れたインターフェイス技

術｢道具｣であるWeb サービス、ビジネスプロセ

スを構造的にモデル化しシステムとの関連を

明らかにするビジネスプロセス管理（BPM）手

法の組み合わせが現時点のベストプラクティ

スとして考えられている。例えば､販売会社の

ビジネス・プロセスには、受注管理､在庫管理､

債権管理､売上管理など複数のアプリケーショ

ンシステムが存在し､電話での受注、請求書の

発送､商品出荷など人手による事務処理も必要

な場合でも、BPM では統合的にモデルで表現

し、人手の業務、業務を支援するシステム機能、

業務を自動化するシステムのプロセスを関連

づけることが可能である。SOA のサービスはシ

ステムの機能、自動化するプロセスのアクティ

ビティとしてビジネスプロセス・モデルと対応

づけることになる。 
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３．SOAにおけるサービスとは 

SOA は、サービスの統合で物事を実現すること

であり、サービスの集合体である。そのサービ

スの性質は、２つあり、1 つ目は、サービスの

実装を隠蔽したインターフェイスが定義され、

機械処理可能な形式で記述されていることで

ある。2 つ目としては、ビジネスプロセスを実

装できるレベルの粒度を持っていることが必

要である。これらの性質を持ったサービスを組

み合わせることでSOA 実現が可能となる。 

SOA と極めて親和性に優れたインターフェイ

スの技術であるWeb サービスの価値/本質とは

どのようなものかについてもう一度考察して

みる。まず、1 点目として、「アプリケーショ

ン部品の呼び出し」がある。ワイヤーフォーマ

ット/プロトコルレベルでの相互運用性の確保

を実現し、ファイアーウォール越えや異なる分

散プログラミング環境、異なるミドルウェア間

でのアプリケーション部品呼び出しが可能と

なる点である。 

2 点目として、「アプリケーション部品の記

述・リポジトリ」がある。WSDL などの標準イ

ンターフェイスにより、インターフェイスと実

装プロトコルを分離し、部品の組み合わせでビ

ジネスプロセスを実現できる。 

これら 2 点の特徴によりWeb サービスは、イン

ターネット上でプラットフォームに依存しな

いサービス間連携を容易に実現することを可

能とする。 
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SOA におけるインターフェイス記述の意義は、

「全てのサービス(アプリケーション部品)を

一元的に扱えるようにする」という言葉に集約

される。具体的には、EJB や Servlet など Java

プログラム、C＃などで作成された.NET プログ

ラム、ワークフロー記述言語（BPEL4WS など）

で合成された複数の Web サービスなどである。

Web サービス技術の利点は、プラットフォー

ム、開発言語、通信プロトコル、実装ミドルウ

ェアを意識することなく、様々なアプリケーシ

ョンのインタフェースをWSDL で記述できるこ

とである。 

SOAの構成要素であるサービスの粒度はSOAを

適用した設計において重要なポイントになる。

用途によりサービスの粒度・抽象度は異なる。

1 つは、ビジネスプロセスの直接の部品とな

り、業務を遂行するためのインターフェイスを

定義したビジネスのサービスである。もう 1

つは、ビジネスサービスの部品となり、インタ

ーフェイスを定義した業務から独立した共通

のサービスやモジュールをラップしたものは

ビジネスサービスの部品となる。一般的には、

Web サービスは、後者のビジネスサービスの部

品となる。双方ともSOA で扱うサービスである

ため、用途に応じて、粒度の考え方を考慮し、

構築する必要がある。 

次に、総合的に SOA ベースの企業システムを考

えてみる。 

SOA ベースの 1 つのシステム構成案として、業

務遂行レベル、業務改革レベル、戦略レベルの

三階層で構成することを考えよう。各層では、

ビジネス機能や関連するビジネスプロセスの

再利用性を考慮してシステム機能をサービス

として部品化する。 

業務遂行レベルでは、日常の業務処理を実施す

るためのシステムであり、サービスから構成さ

れた個々の業務群である。業務改革レベルは、

業務遂行レベルのビジネスサービスを組み合

わせて構成し、ビジネスプロセスを構成する。

そして、ビジネスプロセスの組み換えにより業
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務改革を実施する。戦略レベルでは、業務改革

レベルのビジネスサービスを利用し、全社レベ

ルでの経営状況を監視/把握を行う。 

このような情報システム環境を備える企業で

は、適宜、迅速に組織間のビジネスプロセスを

統合・変更することができ、また、リアルタイ

ムに経営状況を把握することも可能になり、経

営に IT を直結することが可能となる。 
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４． SOAの位置付け 

事業を構成するビジネスプロセスは、各組織や

役割に分担された業務上のサービスの組合せ

と考えることができる。このサービスは、組織

と同様に階層的に管理される。ビジネスプロセ

スは、組織階層と同様に垂直に統合されるもの

と、組織横断的に水平に統合されるものがあ

る。SOA に基づく情報システムでは、組織間に

跨るビジネスプロセスに合わせてデータや処

理を統合するために、各システムのサービスを

統合してプロセスを形成する。このプロセスで

統合するサービスは、社内の部門内外、社外を

問わない。 

SOA による情報基盤におけるオーナーシップ

を考えてみる。従来のシステムの構造は、大き

く、プレゼンテーション層、ビジネスロジック

層、データアクセス層に分割をされている。ク

ライアントPC などオペレーションに関連した

プレゼンテーション層以外は、情報システム部

門がオーナーシップを持つ。SOA によるシステ

ムでは、従来のビジネスロジック層は、プロセ

ス層、サービス層、ビジネスロジック層に分か

れる。プロセス層は、分散する複数のシステム

で実装されるサービスを統合する層である。サ

ービス層以下は、従来どおり情報システム部門

等が担うが、プロセス層は、サービスを統合す

るワークフロー管理機能が誰でも扱えるよう

に簡便になれば事業部門に移譲することが可

能になる。ビジネス環境の変化を知り戦略を検

討する事業部門が、自らビジネスプロセスに合

わせシステムを変更できるようになることで、

より早くビジネス環境の変化に対応すること

ができる。 
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ビジネスプロセス・モデルにSOA のサービスを

関連づけることでビジネス構造（業務体系）と

システムを関連づける。その目的は、ビジネス

構造とシステム構造の関係を可視化すること

である。ビジネス構造の変更に伴うシステム環

境変更規模の把握や、システム刷新による関連

事業に与える効果（効率の向上、販売チャネル

の増加）の評価が計画時に容易に行うことが可

能になる。左図はトレーサビリティの一例を概

念的に示したものである。事業（ビジネス）に

は、ビジョン（目標）と戦略がある。事業内部

ではビジョン実現のため、戦略をガイドライン

に、ビジネスファンクション（機能）を構成す

る。ビジネスファンクションは階層的に分解さ

れた木構造になる。ビジネスファンクション

は、各組織に分担される。ビジネスファンクシ

ョン内部では、業務活動で蓄積し利用する情報

モデルがあり、IT の世界ではこれは、データ

モデルとなる。情報モデルまでは、IT を意識

しないビジネスの領域である。ビジネスの領域

であるビジネスファンクション内部のビジネ

スプロセスを支援するシステム機能、もしく

は、ビジネスファンクションそのものを自動化

するシステム機能に SOA のサービスが関連づ

けられる。サービスを構成するオブジェクト、

更に、データモデルを実現でするオブジェクト

が、アプリケーションアーキテクチャになる。

アプリケーションアーキテクチャは、それを支

えるデータ、RDB、サーバ等のテクノロジーア

ーキテクチャの上で実現される。ビジネスから

IT への写像されたアプリケーションアーキテ

クチャが、SOA の領域となる。ここで、サービ

スを実装するときの重要なポイントは、ビジネ

ス上の機能とシステム上のサービスを対応付

ける方法である。左図の例では、実際の業務で

提供するビジネス機能と、対応するサービスの

粒度を合わせ、マッピングしている。このよう

にすることで、新規事業の立ち上げ時のビジネ

ス・フロー構成など、ビジネスプロセスとシス

テムの合成を同じ単位で考えることが可能と
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なる。 

ソフトウェア部品と総称されるサービス、コン

ポーネント、オブジェクトの違いや関係はどう

なっているのかを考えてみる。オブジェクト

は、実行可能な最小単位であるプログラムを構

成する要素である。その結合は特定の言語や実

行環境に依存した密なものになり粒度は小さ

い。ソフトウェア部品と捉えたオブジェクトの

主目的は開発生産性と品質の向上である。コン

ポーネントは、アプリケーション・システムを

構成するプログラムである。Web の三層モデル

のように、コンポーネントは複数のコンピュー

タに分散配置され処理を分担して行う。オブジ

ェクトに比べ粒度は大きくなり、実行時に結合

する遅延束縛(Late Binding)も実現され結合

も緩やかになる。コンポーネントの主目的は、

負荷分散と耐障害性確保である。 

サービスの背景には、複数のシステムを組織化

した大きなシステムの実現が背景にある。サー

ビスは構成システムを抽象化したソフトウェ

ア部品として位置付けられる。サービスは企業

内、企業間のシステムで利用され、粒度も大き

く、結合度合いもゆるい。結合するシステムの

実装技術に依存しない疎結合が要求されるの

は、異なる業務領域で運用されるシステム間の

結合であるために互いに強く束縛することが

できないためである。 

従来、現実のビジネスプロセスとIT 領域で設

計するアプリケーション・モデルの関連が明確

でないことが多く、ビジネスファンクションの

追加やビジネスプロセスの変更に伴うシステ

ム変更の規模や影響範囲を把握するために多

くの時間と工数を必要とした。ビジネスプロセ

スは、ビジネスの機能で構成されている。ビジ

ネスの機能の中で、システムで構築されるもの

は、SOA のサービスとしてビジネスプロセスの

部品となる。つまり、SOA では、ビジネス領域

と IT 領域のサービスが写像で表されるため、

双方を連動させて管理することが容易になる。 
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ビジネスプロセスを支援するシステムの実現

には、２つの方法が考えられる。１つは、関連

する情報システムを直列に結合しプロセスを

形成する密結合型システム統合である。もう１

つは、関連する情報システムそれぞれがサービ

スを提供し、別システムでビジネスプロセスに

応じたプロセスを形成する疎結合型システム

統合である。 

密結合型システム統合では、情報システム部門

がシステムとプロセスを管理する。類型のビジ

ネスプロセスを共通化して、大量なトランザク

ション処理を実現する場合に向いている。基幹

システムを直結するため、プロセスの変更はシ

ステムの修正を必要とする。そのため、一つの

ビジネスプロセスの変更要求が他のビジネス

プロセスに影響を与える可能性がある。疎結合

型システム統合は、基幹システムの管理は情報

システム部門が担当し、ビジネスプロセス毎の

システムのプロセスを実現するシステムは事

業部が担当する。異なるビジネスプロセス毎に

基幹システムのソフトウェア部品を組み合わ

せて利用する。プロセスは事業部が管理するた

め、他の事業部や情報システム部門と調整する

ことなく変更要求都度即時にプロセスを変更

することができる。既存システムの機能や運用

の体系を保持し、全体として、拡張性と柔軟性

を維持し続けることがメリットである。 

ここまでのSOAの説明からSOAのメリットをま

とめてみる。１つは、変化への対応が可能なこ

とである。それは、迅速に変化に対応した組み

換えが可能であることやビジネスとIT のトレ

ーサビリティによる連動性による。更に、オー

ナーとして、事業部門がビジネスプロセス管理

を行うことも、変化への対応の行動が行える。

次に変化の検出がメリットとしてあげられる。

それは、企業の部署の壁をない中で、更に企業

外を含めて横断したモニタリングを行うこと

で変化のタイミング、状況を検出することがで

きる。 
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５．SOAのビジネス上での意義 

 

ビジネスと SOA といった観点で説明を行って

きたが、最初に説明を行った変化に対応をする

といった部分を改めて説明を行う。 

変化に対応をするためには、ビジネスの構成と

IT の構成以外にトレーサビリティを実現する

関連を知る必要がある。また、ビジネスファン

クションから成り立つビジネスプロセスは、組

み立てや組み換えが容易である必要あり、構成

要素のビジネスファンクションは、企業内外を

問わず合成が容易である必要がある。これを実

現するためには、トレーサビリティを実現する

ビジネスとIT の管理機構が必要である。また、

ビジネスプロセスの構成要素であるビジネス

ファンクションの部品化や情報を部品化する

必要がある。これら、ビジネスとIT のトレー

サビリティ、ビジネス機能の部品化、そしてビ

ジネスプロセスの組み換えといった必要条件

を満たすアーキテクチャが SOA である。 

従来からシステム連携といった要件や実現方

法は存在した。その移り変わりを見てみる。従

来から、入出力データの交換や、メッセージの

送受信といったデータのやり取りといった IT

の要件に基づく考えで行われてきた。今後もこ

の連携はIT 技術としては重要であるが、ビジ

ネスとの融合を考えた場合には、ビジネス要件

にそって、アプリケーション機能の提供や利

用、更に、ビジネスファンクションの提供や利

用といった領域に進む必要がある。そして、ビ

ジネスファンクションを融合することで、ビジ

ネスプロセスの組み換えが可能となり、ビジネ

スと IT の完全なる融合となりえる。 

SOA とは、ビジネス要件を中心に IT 要件を満

たした領域であるアプリケーション部品から

ビジネスプロセス部品による融合を指してい

る。 
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次にビジネスとIT の筋道を考えてみる。まず、

ビジネスモデルの基本は、ビジネスとして成り

立つことであり、それは、つまり儲けることで

ある。企業は、ビジネスとして成立することが

絶対条件であり、実現するための差別化や、戦

略の具体化を行う必要がある。これは、いくつ

ものビジネスプロセスから構成されている。こ

のビジネスプロセスを実現するために、情報シ

ステムは、アプリケーション連携や統合、独立

した情報システムというもので構成されてい

る。 

この情報システムは、SOA のサービスとして提

供されるビジネスファンクション、代表的に

は、Web サービスから構成される。このように、

現在のビジネスとIT の関わりは、企業戦略ま

で結びつく密接な関係になってきている。 

システムのビジネスファンクションは、一概に

Web サービスである必要はないが、戦略的でグ

ローバルなシステム連携という意味では、現

在、Web サービスは不可欠な技術として存在す

る。 
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６．サービスのオーケストレーション 

ビジネスとIT といった観点の SOA から、SOA

の内部を見てみる。 

まず、SOA のサービスは、複合や連鎖を行うこ

とで連携を行うことが可能となる。このサービ

スの複合・連鎖にはいくつかのパターンを挙げ

ることができる。 

・ サービス要求側が処理フロー制御を行う。 

⇒直接統合 型 

・ ワークフロー基盤が処理フロー制御を行

う。 

⇒ワークフロー基盤型 

・ イベント駆動基盤によってイベントのル

ーティングを行う。 

⇒イベント駆動基盤型 

SOA システム構築パターンにおける３つのサ

ービス複合パターンの特徴を表にまとめたも

のである。ニーズや要件に適合するよう、これ

らのサービス複合パターンを選択または組み

合わせる必要がある。 

特徴から判断できる用途としては、直接結合型

は、組み換えが簡単に行えないものの他の実装

コストのみで実現でき、同期処理も行えること

から、組み換えが行われない固定的な連携の処

理に向く。ワークフロー型結合は、ワークフロ

ーエンジンが必要なものの組み換えが行いや

すい点から、統合サービスやビジネスプロセス

の部品化の処理に向き、イベント駆動型は、独

立性はあり、エンジンも必要がないが、状況の

把握などに工夫がいることからも、不特定多数

のプロセスの結合に向く特徴がある。 



 

16 

 

© XML Consortium 

ワークフロー基盤には、ビジネスプロセス・モ

デルに従ってワークフローを定義、実行する機

能ほかに、トランザクション管理機能、分散(協

調処理)管理機能、また、他のワークフロー基

盤との調整を行うコーディネータ機能が必要

となる。 
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７．ワークフロー 

SOA によるビジネスプロセスの実現にあたって、ワ

ークフローについてもう少し見てみる。ワークフロ

ーとは、基本的には、ビジネスの手続きを自動化す

るか、手続きの処理手順を規定することにより、関

係者の間を情報や業務が円滑に流れるようにする

ことである。もしくは、そうして作られた流れを意

味するが、「コンピュータによるビジネスプロセス

の促進・自動化」「個別のプロセスやアプリケーシ

ョンを連携させる“のり”や“ベルトコンベア”」 

ととらえることにより、ワークフローはビジネ

スプロセスマネジメントへと進化したとも考

えられている。 

実際には、ワークフローの解釈/表現はさまざ

まである。 

一概にワークフロー製品と言われても利用形

態によりセグメント分けされる。 

ワークフローの利用形態は、 基幹業務 / 支

援業務 

非定型・ユニーク / 定型・繰り返し、といっ

た二次元の軸によって、コラボレイティブ、ア

ドホック、プロダクティブ、アドミニストレイ

ティブといった４つの製品タイプにセグメン

ト分けされる。資料回覧、稟議などのアドホッ

ク・タイプの製品はグループウェアから発展

し、保険請求、ローン契約、会計処理などのプ

ロダクティブ・タイプの製品はEAI 製品から発

展してきたものである。 
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それでは、Web サービスベースでのワークフロ

ーとはどういうものかを見てみる。Web サービ

スベースのワークフローは、BPEL4WS 等の Web

サービス・XML 技術を利用して、ワークフロー

を定義し実行することでビジネスプロセスを

実現する。 

例えば、発注要求・状況照会などのビジネスプ

ロセスを実行するにあたって、一連のワークフ

ローの定義・アクティビティをWeb サービスベ

ースで実装することができる。 

また、ワークフローを構成する注文状況確認や

注文詳細確認等のプロセスについても Web サ

ービスで実装することもできる。 

Web サービスワークフローを考える場合、オー

ケストレーションとコレオグラフィを考える

必要がある。IEEE Computer Vol36 によると、

BPEL4WS や WSCI・BPML は左図の様に分類され

る。主にオーケストレーションはアプリケーシ

ョンの起動シーケンスや制御フローの実行可

能なシナリオを定義するプライベートプロセ

ス的なものと考えられ、コレオグラフィはアプ

リケーション同士が連携する際の上位プロト

コルを定義するパブリックプロセス的なもの

と考えることができる。 

 

 

BPEL4WS とは、ワークフローを記述する言語で

あり、ワークフローを構成するパブリック､ま

た､プライベートプロセスの全てを網羅する形

で標準化が進められてきた。標準化にあたって

は、OASIS の WEBPEL TC が中心となり、マイク

ロソフトのXLANG、IBM の WSFL の双方の規格を

統合する形で策定が進められ、現在のステータ

スは Version1.1（2005 年 2 月）となっている。 



 

19 

 

© XML Consortium 

ビジネスプロセスのモデリングとIT プロセス

設計は目的が異なる。ビジネスプロセスのモデ

リングは、現実の複雑な業務を、詳細を省き大

枠で捉えることを目的にしている。ビジネスプ

ロセス・モデルは実行することはできない。IT

プロセス設計は、実行可能なワークフロー定義

を作成することが目的である。データの定義や

処理フローの記述、例外処理の条件指定などプ

ログラミング・レベルの記述が要求される。ビ

ジネスプロセス・モデルは、システム化するた

めの有効な入力情報になる。しかし、モデル駆

動的なアプローチでIT プロセスのワークフロ

ーに自動的に変換することはできない。 

また、ビジネスプロセスが明示的なワークフロ

ーにより実現されることは部分的で、その他は

データの共有やサービスの共有、バッチプロセ

スの実行名で実現される。ビジネスプロセス・

モデルからワークフローの設計は、モデル記述

を複数のワークフロー記述に分解し詳細化す

ることで行う。 

BPEL4WS を用いる場合、ビジネスプロセスモデ

リングを実施した結果が、Abstract Processes

として記述され、プロセス（ワークフロー）定

義については、Executable Processes として

記述される。 

ビジネスプロセス・ワークフローをWeb サービ

スベースで実現する場合、ビジネストランザク

ションを実現する必要性が生じる。それは、ビ

ジネスプロセス・ワークフローによっては、ト

ランザクションを長時間にわたり何らかの形

で維持する必要が発生し、その際、ビジネスプ

ロセスを共有する企業間・システム間でオープ

ンなプロトコルを用いる必要がある。 

これらは、 BPEL4WS や WS-Coordination 、

WS-Transaction 等の標準規格を用いて実装す

ることで解決を図ろうとしている。 

（参考資料） 

※１：WS-Coordination 

※２：WS-Transaction 
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８．SOAの実現化 

SOA を実現するためには、SOA の構成要素であ

るアーキテクチャパターン、デザインパター

ン、ベストプラクティスについて述べる。説明

は、SOA 外部関連、SOA 全般、SOA の課題、SOA

移行という４つの視点の中で、課題以外につい

て解説する。まずは、SOA 外部関連から解説を

行う。 

 

（参考資料） 

※３：SOA の課題 

ここでは、SOA を取り巻くメソドロジ・アーキ

テクチャについて述べる。まず、上位のビジネ

スアーキテクチャレイヤにおける代表的なメ

ソドロジとしてBPM がある。BPM は、データア

ーキテクチャ/アプリケーションアーキテクチ

ャレイヤにおける SOA を紐づく位置付けにあ

る。SOA には EDA（イベント駆動型アーキテク

チャ）が包含される。アプリケーションアーキ

テクチャレイヤからは、メソドロジのMDA を介

して、最下位のテクノロジアーキテクチャレイ

ヤのインプリメンテーションが生成される。テ

クノロジアーキテクチャには、Web サービスや

実装言語が含まれる。 

SOA・BPM を実現するに当たって、現状では、

左記の技術（規格）が登場しており、それぞれ

の技術（規格）は XML を用いるため、相互に連

携が可能である。 

（各用語については、用語説明を参照） 
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アーキテクチャとして、ビジネス、データ、ア

プリケーション、テクノロジーアークテクチャ

に分けて考えてみる。 

各アーキテクチャレイヤに属するモデルは、図

のとおりである。ビジネスモデルは、ビジネス

プロセスモデルになりBPELやBPMN 等で表現さ

れる。この領域がビジネス領域であり、データ

アーキテクチャレイヤ以降は、IT 領域に分類

される。IT 領域であるアプリケーション論理

モデルやスキーマ定義等は、ビジネスと実装を

つなぐ領域としてSOA の領域となる。テクノロ

ジーアーキテクチャでは、アプリーケーション

として実装が行われる。ビジネスモデルの仕様

変更は、トップダウン的に全てに影響し、粒度

は、トップダウン的に細かくなる。 

SOA 全般に関わるカテゴリにおいて、サービス

的な視点から、サービスのタイプやサービス間

のメッセージ構造、更にビジネスモニタリング

などについて解説する。 

サービスをパターン化してみると、「単機能提

供型」、「文書交換型」、「ビジネスプロセス部品

型」の 3 つに分類される。 

1 つ目の「単機能提供型」は、単一サービスと

しての利用パターンである。データベース検索

などシンプルな機能のサービス化が典型的な

例となる。 

2 つ目の「文書交換型」は、ある程度まとまっ

た機能を持ったシステムのサービス化または

サービス連携のパターンである。生命保険や自

動車保険の見積り依頼を行ない、見積算出シス

テムで処理を行ない、見積回答を行うといった

文書交換を伴うようなシステムが､典型的な例
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となる。 

3 つ目の「ビジネスプロセス部品型」は、複数

のサービス連携においてワークフローを伴う

パターンである。受注・与信・在庫引当・出荷

指示といった一連のプロセスにおいて、各機能

がサービス化されており、人為的な処理を含

め、業務全体としてワークフローを伴うシステ

ムが典型的な例となる。 

SOA では、各アプリケーションが高度なビジネ

ス機能をサービスとして公開し、他のアプリケ

ーションが利用できるようにする。サービス

は、WSDL を使用して、サービスがサポートす

るすべてのメッセージ内容を詳細に指定する。

また、WSDL は、XML スキーマ定義(XSD)を使用

して、各メッセージの内部構造とメッセージ要

素の制約をドキュメント化する。WSDL、XSD は、

それぞれがサービス・リポジトリ、データ・リ

ポジトリを使用することにより、サービス間の

やりとりが大幅に軽減され、サービス間での

XML 文書送受信がスムーズに行われる。 

SOAのサービスとして標準的とされるWebサ－

ビスでは、提供するサービスの内容をWSDL に

て記述する。この Web サービス上でやりとりさ

れる標準的な文書構造は、XSD を用いて定義す

ることが可能である。そして、その標準文書内

で使用されるデータのスキーマも、XSD で定義

することができ様々な文書定義から参照され、

共通的なボキュブラリセットとして使用され

る。 

これらの文書定義や標準データ（ボキュブラリ

セット）は、組織間で共有することが可能であ

る。 
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SOA におけるモニタリングは、システムの異常

監視ではなく、ビジネスの観点からプロセス監

視を行うことを指す。 

販売業者、生産業者、配送業者、クレジット決

済業者が携わる一連のビジネスプロセスを、事

業レベルや業務モデルといった様々な観点か

らモニタリングでき、業務プロセスに影響を与

えることなく、モニタリング情報を集約するこ

とが可能となる。また、モニタリング対象の構

成を自由に組み替えることも容易となる。 

このビジネスプロセスをリアルタイムにモニ

タリングするというアプローチは、高い ROI

を達成するテクノロジーとして注目されてい

る。 

次に、システムのSOA への移行について解説す

る。 

実際の移行にあたっては、ガイドラインの策定

が重要となる。 

SOA サービスへ移行する前段階として、まず点

在する Web サイトに閉じた形で、サイト内部で

の Web サービスを使用している状態を仮定す

る。 



 

24 

 

© XML Consortium 

SOA ガイドラインを元に、Web サイト内の Web

サービスを組み合わせることで業務レベルの

Web サービスおよびプロファイルを定義し、業

務レベルリポジトリに登録する。 

最後に、業務レベルの Web サービスを組み合わ

せることでさらに上位である事業レベルの

Web サービスおよびプロファイルを定義し、事

業レベルリポジトリに登録する。事業レベルの

Web サービスは、経営レベルのアプリケーショ

ンや他の企業から利用される。 

このように、レベル、リポジトリを定義したガ

イドラインを元にSOA へ移行・構築していくも

のと考えられる。 

移行過程で記載を行った SOA のガイドライン

には、SOA を構築するためのガイドラインとサ

ービスを供給するためのプロビジョニングガ

イドラインに大別される。 

SOA 構築においては、サービスのフレームワー

クや基本ともいえるWS-I プロファイル、セキ

ュリティポリシー等が必要となる。 

次にプロビジョニングガイドラインでは、サー

ビスのメニューや提供するための運用プロフ

ァイルやセキュリティポリシー等が必要にな

る。 

ガイドラインでは、規模、内容によって内容は

異なるが、構築する場合と提供する場合におけ

る意味合いの違いを認識して作成される必要

がある。 
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９．まとめ 

SOA の発展は、まずは、「Web サービスの適用」

段階からはじまり、「サービスの再利用」段階、

「SOA の展開」段階への発展が考えられる。現

在の日本では Web サービスの適用段階と言え

る。「Web サービスの適用」段階では、WSDL に

よるインターフェイス定義とアプリケーショ

ンのラッピングが行われ、「サービスの再利用」

段階では、ツールによるプロセス定義やワーク

フローによる結合、そしてUDDI による検索が

行われる。「SOA の展開」段階では、ビジネス

モデリングからメッセージ設計まで一貫した

手順が確立され、サービスの内容、レベルによ

る検索が行える。SOA は、このような段階を通

じて、発展していくと考えられる。 

SOA の発展・活用にあたって以下のポイントが

重要となる。 

(1)ビジネスプロセス統合計画の作成 

現在のビジネスプロセスの把握・定義、将来あ

るべき姿のビジネスプロセスの策定・定義と、

段階的移行(統合)計画の作成。 

(2) 既存システムのサービス化 

既存のシステムをサービス化し、プロトコル透

過にそのサービスを利用可能とすること。 

(3) サービス・リポジトリの導入 

サービスのメタ情報を一元管理し整合性を保

つ為のリポジトリを導入すること。 

(4) ビジネスプロセス統合基盤の整備 

ビジネスプロセスを統合するための、ツールや

インフラを整備すること。 

(5) ビジネスオーナー支援の実現 

企業戦略に基づいてビジネスプロセスを定義

したビジネスオーナー自身が、ビジネスプロセ

スの現在の状態をモニタリング、または市場の

変化に対応すべく、ビジネスプロセスを迅速に

変更できるような支援機能を実現すること。 

これらにより、SOA は実際の場面で活用され、

発展を遂げていく。 
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参考資料 

※１．WS-Coordination 

WS-Coordination は、分散アプリケーションの

動作を調整するプロトコルを提供する、拡張可

能なフレームワークを定義している。このよう

な調整プロトコルを使用して、分散トランザク

ションの結果が一貫した合意へ至る必要があ

るアプリケーションなどを含む多数のアプリ

ケーションをサポートしている。 

アプリケーションサービスは、

WS-Coordination で定義するフレームワーク

を使用することにより、アクティビティを他の

サービスに伝播させる必要があるコンテキス

トを作成を可能とし、さらに、調整プロトコル

に登録できる。既存のトランザクション処理、

ワークフロー、およびその他の調整用のシステ

ムは、このフレームワークを使用することによ

り、独自のプロトコルを隠蔽でき、異種環境で

運用できるようになる。 

Coordination 用のプロトコル自体は 

WS-Transaction によって定義される。 

 

※２．WS-Transaction 

WS-Transaction では、 WS-Coordination 仕様

に記述された拡張可能な調整フレームワーク

で使用される調整の種類について記述してい

る。WS-Transaction では、2 つの調整の種類 

“アトミック トランザクション (AT: Atomic 

Transaction)” および “ビジネス アクティ

ビティ (BA: Business Activity)” を定義す

る。開発者が、分散アクティビティの結果が矛

盾なく一致する必要があるアプリケーション

を作成しているときに、これらの調整の種類の

いずれか、または両方を使用できる。 

 

アトミック トランザクション ?制限された信

頼ドメイン内で短期間実行されるアクティビ

ティを調整するために使用する。このようなア

クティビティは、すべて実行されるかまったく
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実行されない (“all-or-nothing”) という

属性を持っているので、アトミック トランザ

クションと呼ばれている。 

 

ビジネス アクティビティ プロトコルは、長期

間にわたり実行され、ビジネスの例外を処理す

るためにビジネス ロジックを適用したいアク

ティビティを調整するために使用する。長期間

の実行では、動作を一時的なものにし、他のア

プリケーションから隠ぺいするために、データ 

リソースをロックすることが禁止される。代わ

りに、動作は即時適用され、永続的なものとな

る。ビジネス アクティビティ仕様では、既存

のビジネス プロセスやワーク フロー システ

ムが専用のメカニズムをラップして、信頼関係

の境界や異なるベンダの実装にまたがって相

互運用できるようにするプロトコルを定義し

ている。 

 

※３．SOAの課題 

SOA における課題について解説する。 

課題としては、障害としてのキャッシュやバッ

ファ機能や、バッチプロセスへの対応、更に

SLA への対応があげられる。 
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まず、照会や参照を行う場合、障害がある場合

に備えたキャッシュ機構が必要となる。 

Web サービスを提供する側においても、運用規

定は存在する。その場合に、利用者としては、

その運用規定外の場合の対応方法といった点

が問題となる。こういった場合には、条件によ

っては、既にキャッシュされたサービスを呼び

出し対応するといった仕組みが必要となる。 

ただ、この場合にも、キャッシュのタイミング

等の問題点が存在する。 

照会や参照の場合には、キャッシュしたものを

利用するといった方法が考えられるが、更新す

る場合には、トランザクションの問題もあり、

同じようには行えない。この場合には、一度バ

ッファに保存するイメージで処理を継続し、オ

ンライン時に更新を行う方法や、障害が発生し

ている場合には、データの別送信から、バッチ

アプリケーションでのデータ更新といった方

法が考えられる。 

ただし、この場合には、最初に記載したトラン

ザクションの処理を如何にするのか、どこでバ

ッファリングを行うのかといったアーキテク

チャが必要になる。 

障害が発生した場合には、障害対応文書が必要

になる。このスライドに記載した例では、日付、

有効期間そして内容の通知を行っている。文書

構造以外にも、こういった文書の取り扱いにつ

いてもシステムの対応が必要になる。 
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サービス提供者側において、バッチプロセスを

利用する場合がある。 

そういった場合には、サービスへの通知とデー

タの転送、そして、結果の取得といった手順が

発生するため、これらを実現する仕組みを検討

する必要がある。例えば、利用者は、単一文書

を蓄える仕組みを構築したとする。ある時間に

なった段階で、蓄積されたデータを転送し、バ

ッチ起動サービスの呼び出しを行う。この場合

には、バッチプロセスの起動といった部分のア

プリケーションレベルの確認ができ、利用者と

して、起動の前倒しを行う自由度がある。ただ、

こういった場合には、利用する側の手順、同期

を考える必要がある。 

反対に、バッチプロセス提供者側は、文書が発

生した度に、サービスを呼び出す。呼び出され

たサービスは、文書の蓄積を行う。そして、時

間によりバッチプロセスを起動し、蓄積された

文書のバッチアプリケーションを起動する。こ

の場合、呼び出し側は、RPC モデルのリアルタ

イム更新への移行が単純になる。利用者側とは

反対にこの場合には、アプリケーションレベル

でバッチアプリケーション結果を取得するこ

とは難しくなる。 

品質保証という観点において、SLA のサービス

状態における制御を考慮する必要がある。 

サービス状態としては、Stopped、Available、

Saturated、Suspended が考えられる。当然な

がら、Available が基本ではあるが、不正、障

害時には、Suspended にへ遷移し、Available

へ戻る必要があり、Stop を行った場合には、

Available への遷移が必要である。また、デー

タ集中には、Saturated の状態で、処理を継続

し、飽和から脱した場合には、Available への

遷移が必要である。要求元、要求先が、このよ

うな状態遷移を考慮した構築により品質を守

ることが可能となる。 
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状態遷移で説明した内容は、アプリケーション

層とは別にサービスマネジメント層として必

要になってくる。その内容としては、サービス

管理マネージャへの通知及び情報の蓄積が必

要である。一方、Web サービス層では、実行状

況を把握する必要があり、提供者として、Web

サービスシステム管理者が操作を行える必要

がある。 

但し、Web サービスの粒度、SOA のレベルによ

っては、これらの管理が必須な部分とアプリケ

ーションレベルで管理できる部分があるため、

構築時の検討が必要になってくる。 
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用語説明 

用語 説明 

BPEL（Business Process Execution Language 

for Web Services） 

XML ベースのワークフロー記述言語。複数の Web サービスを連携

させることで、複雑なプロセスフローを定義することができる。 

 ビジネスプロセスを記述・設計するための言語としての側面

と、ビジネスプロセス・エンジン（オーケストレーション・エン

ジン）などと呼ばれる実行環境で、Web サービスによるプロセス

を実行するスクリプト言語としての側面がある。 

BPMN（Business Process Modeling Notation） 実行可能なBPEL4WS の生成を可能にする内部モデルとしても利

用できるので、ビジネスプロセス設計とプロセス実装間のギャッ

プに標準化されたブリッジを作る。BPMN は、Business Process 

Diagram (以下、日本語ではビジネスプロセス図)を定義する。こ

の BP 図は、ビジネスプロセスオペレーションの可視化モデルを

作成するため、特別に仕立てたフローチャーティング技術をベー

スにしている。ビジネスプロセス・モデルは、アクティビティ

（例：作業）やそれらの実行順序を規定するフロー制御などから

なるグラフィックオブジェクトのネットワークである。 

BPML（Business Process Modeling Language） この仕様はWSCI をさらに活用するための抽象／実行イメージプ

ロセスを表現するビジネスプロセスモデリング仕様。BPML は、

最終的にBPML プロセスとして実行される企業内でのプロセスの

実装と、WSCI によって定義される企業間のインターフェイスに

変換される。BPML は、異なるプラットフォーム間でビジネスプ

ロセス定義を交換することを可能にするもので、IBM が開発した

WSFL や Microsoft の Xlang と競合するもの。 

ebXML BPSS (Business Process Specification 

Schema) 

商取引を行うビジネス・パートナー間で交換するメッセージの順

番や、メッセージ自体といったビジネスプロセスを記述するため

の仕様。あくまでもビジネス・パートナーの間でやり取りする処

理の流れ、いわゆる「パブリックフロー」を定義するもので、パ

ートナー内部で実行する「プライベートフロー」とは関係ない。

このことから ebXML BPSS は、取引における一種の契約情報を表

現する手段と見なすこともできる。 

BPSS (Business Process Specification 

Schema) 

ebXML におけるビジネスプロセス定義のためのスキーマ。 

BPSS では、複数のビジネス・パートナー間の取引をビジネスコ

ラボレーションと呼ぶ。 

このビジネスコラボレーションの定義に必要な、ビジネストラン

ザクション、ビジネスドキュメントフローといった要素や概念な

どを規定しているのがBPSS。 

XMI（XML Metadata Interchange） メタモデルを記述する為の文法MOF(Meta Object Facility)によ
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って作られたメタモデルを交換するための標準仕様 

WSDL （Web Services Description Language） Web Service が提供する機能を記述するための、XML ベースの言

語仕様の1 つ。この WSDL は、同様の目的でマイクロソフトが開

発した SDL／SCL と、IBM が開発したNASSL（Network Accessible 

Service Specification Language）を統合したもの。Web Service

によって実現される分散オブジェクト環境において、各Web 

Service オブジェクトがどのような機能を提供するのか、その機

能を利用するために、どのようなパラメータを渡す必要があるか

などを標準的なデータ仕様で記述できるようにし、Web Service

同士のコミュニケーションを可能にする。 

・service：port 要素の集合を定義する。 

・port：具体的なネットワーク・アドレスと binding 要素を関連

づける事によって定義する。 

・binding：prototype 要素で定義された操作と具体的なプロト

コルとデータ・フォーマットを定義する。 

・port Type：抽象的な操作の集合を記述する。 

・message：交換されるデータを抽象的に記述する。 

・types：交換されるデータの記述に使用されるデータ型を定義

する 

UML（Unified Modeling Language） 統一モデリング言語で、オブジェクト指向で業務を分析したり，

システムを開発したり，ソフトウェアモジュールを設計したりす

る際のダイアグラムの描き方・記法を定めた米国のオブジェクト

技術標準化団体OMG(※)の標準。 

オブジェクト指向分析・設計の標準表記法 

（※）OMG＝ObjectManagement Group 

リポジトリ 用語としては、貯蔵庫、倉庫という意味。システムにおいては、

システムが活用すべきデータ格納を一般的に意味する。 

SLA サービスの提供側の QoS に関する取り組み。提供者は、サービス

の品質を明確にして、顧客と締結する契約を意味する。 

WS-Transaction:Completion コーディネーターに対してアトミック トランザクションをコミ

ットするか、またはアボートするかを通知するために使用するプ

ロトコル。 

WS-Transaction:Completion With Ack Completion プロトコルと同義。Completion との違いは、コーデ

ィネーターがトランザクションを破棄する際に、トランザクショ

ン参加者から承認メッセージ（Notified メッセージ）が必要と

なる点である。  

WS-Transaction:2PC コーディネーターが、トランザクション上のデータ更新におい

て、コミット処理を準備フェーズとコミットフェーズの２フェー

ズで管理するための調整プロトコル。 
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WS-Transaction:PhaseZero ２PC を行なうために、他のトランザクションが終了している状

態であることを確認するためのプロトコル。このプロトコルがト

ランザクションが終了（=PhazeZero）の状態になっているのを認

識してから、コーディネータは2PC を開始する。 

WS-Transaction:OutcomeNotification コーディネーターに対して、トランザクションがいつ終了し、ト

ランザクションがコミットしたかアボートしたか、その結果通知

をやり取りするプロトコル。 
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